
 
政策創造員による調査・研究活動の中間報告について 

 
平成 26 年 10 月 20 日 
戦 略 企 画 部 

 
１．調査・研究の目的 
  中長期的かつ部局での取組が困難な課題を対象に、既存の枠にとらわれず幅広い視点
から調査・研究に取り組むことを通じて、メンバーの政策創造能力の向上をめざす。 

 

２．中間報告の位置づけ 
  研究テーマに関する課題、研究の流れ、現在までの到達点、最終報告に向けた課題等
について、豊富な知識と経験を有する幹部職員に中間報告を行い、ご意見、ご指摘をい
ただく。 

 
３．調査・研究テーマ 

取組分野 テーマ 調査・研究の趣旨 

人づくり 【ＷＧ１】 

「生き抜く力」を身に

付けるための「子ど

も」の様々な体験活動

を支援する環境・仕組

みづくり 

育児・教育施策を含めた種々の体験活動を通じて、子

どもの様々な興味・関心を通じた自主性を育て、三重を

感じ・学びとって、「生き抜く力」に必要な「ち」を備え

た人材として育てられる社会に向けた環境づくり及び仕

組みづくりを研究する。 

人口減少・

財政 
【ＷＧ２】 

“極限困難未来”から

の提言 

近い将来、人口が急減して超高齢化社会となることで、

労働力人口の減少、国及び地方財政の持続性の危機などの

影響により、現状のまま何もしない場合には「極めて厳し

く困難な未来」（＝極限困難未来）が待ち受けている。その

ような未来における三重県を具体的に描き出し、今やるべ

きことを、未来からの提言としてまとめる。 

内なる国際

化 
【ＷＧ３】 

活かせ！三重の外国

人パワー－多様性の

ある持続可能な地域

に向けて－ 

「人口オーナス」が深刻化する中、将来にわたり地域を

持続可能なものとするためには様々なリスクに耐える力が

必要であり、その力の一つとして、地域が多様な視点やア

イデアを持つという多様性が考えられる。そこで、三重県

の特徴である日系外国人をはじめとする外国人の多さに着

目し、彼らの能力を最大限活かすことで多様性のある三重

を実現するための方策を検討する。 

文化 【ＷＧ４】 

農山漁村ルネサンス 

～ここから始まる日

本再生～ 

農山漁村の文化を保存し再生することは、日本人のアイ

デンティティを刺激するものであり、そこに住む住民並び

にそこを訪れる者に“誇り”と“帰属意識”を与えるもの

である。日本人が今後、誇りを持って生きていくのに必要

である「農山漁村の文化」の価値を共有し、維持、再生、

発展させていく新たな方策を検討し、提案する。 
 
４．報告のポイント 
  ・目的と研究の流れ（どういう考え方でどのように進めてきたのか） 
  ・現在までの到達点（これまで何が明らかになったのか） 
  ・最終報告に向けた課題（今後の作業に向けた課題は何か） 

 
５．今後の予定 

引き続き、調査・研究活動に取り組み、来年２月に最終報告書に取りまとめる。 

 
 

資料５  



 
政策創造員ワーキンググループメンバー表 

 

【ワーキンググループ１】 
 「『生き抜く力』を身に付けるための『子ども』の様々な体験活動を支援する環境・仕組
みづくり」 

   防災対策部防災対策総務課              主査 古澤 功次 

   健康福祉部健康福祉総務課              主事 小林 裕司 

環境生活部環境生活総務課              主査 馬場 毅之 

地域連携部ＩＴ推進課                主事 武田 朱羽 

   農林水産部担い手育成課               主査 石原  譲◎ 

   病院事業庁県立病院課                主査 伊藤 隆弘 

 

【ワーキンググループ２】 

「“極限困難未来”からの提言」 

   戦略企画部企画課                  主査 槇 寿美江 

地域連携部市町行財政課               主事 村瀬 賢大◎ 

   雇用経済部エネルギー政策課             主事 中村 友昭 

県土整備部道路企画課                主査 橋井  栄 

   企業庁財務管理課            主幹（班長代理） 武田 敏治 

   教育委員会事務局教育総務課             主査 川口 政樹 

 

【ワーキンググループ３】 

「活かせ！三重の外国人パワー－多様性のある持続可能な地域に向けて－」 

   戦略企画部戦略企画総務課              主査 飛鳥井清司 

   総務部紀州県税事務所                主事 谷本  圭 

地域連携部ＩＴ推進課                主査 宮崎 浩成◎ 

農林水産部津農林水産事務所             技師 山口由美子 

   雇用経済部雇用経済総務課              主事 久保  誠 

   出納局会計支援課                  主査 山下 智章 

 

【ワーキンググループ４】 
「農山漁村ルネサンス～ここから始まる日本再生～」 
   戦略企画部情報公開課                主事 伊澤 孝幸◎ 

   総務部行財政改革推進課               主査 黒川 裕司 

   地域連携部地域連携総務課         主幹（班長代理）西出 裕一 

地域連携部紀北地域活性化局             主事 河南 佑磨 

   農林水産部農業戦略課                主査 北村 真理 

   教育委員会事務局北星高等学校          事務職員 服部 清人 

 

※◎はグループリーダー 





























活かせ！三重の外国人パワー
‐多様性のある持続可能な地域に向けて‐

平成２６年度政策創造員会議

ワーキンググループ３ 中間報告

平成２６年１０月２０日

１．研究概要

２．研究課題

�これから来る予測不能な社会状況（様々なリスク）に耐えるためには、地域にお

ける「新たなアイデアや視点」を生み出す「多様性」を確保する必要がある。

�多様性の確保にむけて、女性や高齢者の社会活動への参加は増加しつつある

中で、リーマンショック以降、減少している日系外国人の流出を防ぐ必要がある。

�就労条件や滞在期間等の制度により、外国人が能力を最大限発揮できる環境

が整っているとは言えない。

三重県は今後、従属人口指数が極端に上昇する「人口オーナス」が

深刻化し、県民所得の低下や税・社会保障制度等が維持困難になる

など地域の持続可能性を失う恐れがある。将来にわたり地域を持続す

るためには様々なリスクに耐える力が必要であり、その力の一つとして

地域が多様な視点やアイデアを持つという地域が多様な視点やアイデアを持つという地域が多様な視点やアイデアを持つという地域が多様な視点やアイデアを持つという「「「「多様性多様性多様性多様性」」」」が考えられる。

そこで、三重県の特徴である日系外国人をはじめとする外国人の多三重県の特徴である日系外国人をはじめとする外国人の多三重県の特徴である日系外国人をはじめとする外国人の多三重県の特徴である日系外国人をはじめとする外国人の多

さに着目さに着目さに着目さに着目し、彼らの能力を最大限活かすことで多様性のある三重を実

現するための方策を検討する。













農山漁村ルネサンス農山漁村ルネサンス農山漁村ルネサンス農山漁村ルネサンス

～ここから始まる日本再生～～ここから始まる日本再生～～ここから始まる日本再生～～ここから始まる日本再生～

平成２６年度政策創造員会議

ワーキンググループ４ 中間報告

平成２６年１０月２０日

１．研究概要

○○○○今後今後今後今後、、、、人口減少に伴い人口減少に伴い人口減少に伴い人口減少に伴い、、、、多くの農山漁村地域の集落が失われていくと多くの農山漁村地域の集落が失われていくと多くの農山漁村地域の集落が失われていくと多くの農山漁村地域の集落が失われていくと

推測される推測される推測される推測される。。。。

○○○○農山漁村地域農山漁村地域農山漁村地域農山漁村地域ににににおいてはおいてはおいてはおいては、、、、日本人としてのアイデンティティの基盤を形日本人としてのアイデンティティの基盤を形日本人としてのアイデンティティの基盤を形日本人としてのアイデンティティの基盤を形

成してきた日本固有の文化が伝承されているが成してきた日本固有の文化が伝承されているが成してきた日本固有の文化が伝承されているが成してきた日本固有の文化が伝承されているが、、、、それらそれらそれらそれらもももも同時に同時に同時に同時に失われ失われ失われ失われ

てててていくと考えられるいくと考えられるいくと考えられるいくと考えられる。。。。

○○○○現在現在現在現在、、、、物質的な豊かさは飽和状態となり物質的な豊かさは飽和状態となり物質的な豊かさは飽和状態となり物質的な豊かさは飽和状態となり、、、、人々は精神的な豊か人々は精神的な豊か人々は精神的な豊か人々は精神的な豊かささささを求を求を求を求

めて農山漁村の文化の価値を再認識しつつあるがめて農山漁村の文化の価値を再認識しつつあるがめて農山漁村の文化の価値を再認識しつつあるがめて農山漁村の文化の価値を再認識しつつあるが、、、、現状のままではその現状のままではその現状のままではその現状のままではその

維持は困難である維持は困難である維持は困難である維持は困難である。。。。

○○○○農山漁村の文化を保存し再生することは農山漁村の文化を保存し再生することは農山漁村の文化を保存し再生することは農山漁村の文化を保存し再生することは、、、、日本人のアイデンティティを日本人のアイデンティティを日本人のアイデンティティを日本人のアイデンティティを

刺激するものであり刺激するものであり刺激するものであり刺激するものであり、、、、そこに住む住民並びにそこを訪れる者にそこに住む住民並びにそこを訪れる者にそこに住む住民並びにそこを訪れる者にそこに住む住民並びにそこを訪れる者に““““誇り誇り誇り誇り””””とととと““““帰帰帰帰

属意識属意識属意識属意識””””を与えるものであるを与えるものであるを与えるものであるを与えるものである。。。。

○○○○農山農山農山農山漁村の文化の再生は漁村の文化の再生は漁村の文化の再生は漁村の文化の再生は、、、、人口減少社会においても日本の活力を保人口減少社会においても日本の活力を保人口減少社会においても日本の活力を保人口減少社会においても日本の活力を保

つ大きな要素でありつ大きな要素でありつ大きな要素でありつ大きな要素であり、、、、行政としても積極的に取り組むべきものであると考行政としても積極的に取り組むべきものであると考行政としても積極的に取り組むべきものであると考行政としても積極的に取り組むべきものであると考

えるえるえるえる。。。。

○○○○日本人日本人日本人日本人がががが今後今後今後今後、、、、誇り誇り誇り誇りを持って生きていくのに必要であるを持って生きていくのに必要であるを持って生きていくのに必要であるを持って生きていくのに必要である「「「「農山漁村の文農山漁村の文農山漁村の文農山漁村の文

化化化化」」」」の価値を共有しの価値を共有しの価値を共有しの価値を共有し、、、、維持維持維持維持、、、、再生再生再生再生、、、、発展発展発展発展させさせさせさせてててていく新たな方策を検討しいく新たな方策を検討しいく新たな方策を検討しいく新たな方策を検討し、、、、提提提提

案案案案するするするする。。。。











７．最終報告に向けた課題等

○フィールドワークを通じた、農山漁村の文化の価値の把握○フィールドワークを通じた、農山漁村の文化の価値の把握○フィールドワークを通じた、農山漁村の文化の価値の把握○フィールドワークを通じた、農山漁村の文化の価値の把握

○農山漁村の文化を再生する新たな具体策の検討○農山漁村の文化を再生する新たな具体策の検討○農山漁村の文化を再生する新たな具体策の検討○農山漁村の文化を再生する新たな具体策の検討

○農山漁村の文化を再生することによる副次的効果の検証○農山漁村の文化を再生することによる副次的効果の検証○農山漁村の文化を再生することによる副次的効果の検証○農山漁村の文化を再生することによる副次的効果の検証


